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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第150期 

第３四半期 
連結累計期間 

第151期 
第３四半期 
連結累計期間 

第150期 

会計期間 
自平成27年３月１日 
至平成27年11月30日 

自平成28年３月１日 
至平成28年11月30日 

自平成27年３月１日 
至平成28年２月29日 

売上高 （百万円） 70,063 73,923 92,514 

経常利益 （百万円） 5,136 6,192 6,576 

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益 
（百万円） 3,268 3,666 3,895 

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 5,693 5,147 3,895 

純資産額 （百万円） 82,400 85,174 80,594 

総資産額 （百万円） 202,507 201,613 197,009 

１株当たり四半期（当期）純利

益金額 
（円） 23.78 26.68 28.34 

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額 
（円） － － － 

自己資本比率 （％） 40.66 42.21 40.88 

 

回次
第150期

第３四半期
連結会計期間

第151期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自平成27年９月１日
至平成27年11月30日

自平成28年９月１日
至平成28年11月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 4.15 9.79 

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移について記載して

おりません。

    ２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

    ３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

    ４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２【事業の内容】

 当第３四半期連結累計期間において、当企業グループ（当社及び当社の関係会社、以下は同じ。）が営む事業の内

容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動はありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第３四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更

があった事項は、次のとおりであります。

  なお、文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当企業グループが判断したものであ

ります。

  また、以下の見出しに付された項目番号は、前事業年度の有価証券報告書における「第一部 企業情報 第２ 事

業の状況 ４ 事業等のリスク」の項目番号に対応したものです。

（７）財政状態に関するリスク

１．当社は、長期借入金として複数の金融機関との間で50億円のシンジケート・ローン契約を締結しました。こ

の契約には下記の財務制限条項が付加されており、それに抵触した場合には借入金の返済を要請される可能性が

あります。

（イ）各連結会計年度及び各第２四半期連結会計期間の末日における連結貸借対照表における純資産の部の金額

を、前年同期比75％以上かつ平成27年２月期の純資産の部の金額の75％以上に維持すること。 

（ロ）各事業年度及び各第２四半期会計期間の末日における当社の貸借対照表における純資産の部の金額を、前

年同期比75％以上かつ平成27年２月期の純資産の部の金額の75％以上に維持すること。

 

２【経営上の重要な契約等】

 当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、海外経済の不確実性の高まりや、金融資本市場の変動の影響

が懸念される中、所得環境や雇用情勢の改善などから、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。 

 このような状況下、当企業グループはより一層の経営の効率化を図り、積極的な営業活動を展開いたしました。 

 以上の結果、当第３四半期連結累計期間は、売上高73,923百万円(前年同期比5.5％増)、営業利益6,977百万円(同

20.0％増)、経常利益6,192百万円(同20.6％増)となり、特別利益50百万円、特別損失495百万円を計上し、親会社株

主に帰属する四半期純利益は3,666百万円（同12.2％増）となりました。 

 セグメントの業績は次のとおりであります。 

 (映像関連事業) 

 配給は、３月公開の「家族はつらいよ」が、「男はつらいよ」シリーズから20年振りとなる山田洋次監督による喜

劇作品で、日本中に笑いを届けました。５月公開の「殿、利息でござる！」は、実話をもとにした歴史エンターテイ

ンメントとして注目を集め、６月公開の「植物図鑑 運命の恋、ひろいました」は、10～20代女性に支持され大ヒッ

トとなりました。７月公開の「HiGH&LOW THE MOVIE」はEXILE TRIBEをはじめ豪華キャストが出演し、映画だけでは

なく様々なメディアコンテンツが展開される総合エンタテインメントプロジェクトとして、大きな話題を集めまし

た。９月公開の「超高速！参勤交代リターンズ」は前作に引き続きヒットとなり、アニメ「聲の形」は高い評価を得

るとともに大ヒットとなりました。

 興行は、劇場宣伝の強化と、競合館との差別化を推進しました。その結果、ヒット作品については堅調に動員、ま 

た、自社配給作品の最大化に取り組んだことも売上に大きく貢献し、好成績を収めました。 

 テレビ制作は、地上波にて、シリーズ企画「必殺仕事人2016」「司法教官 穂高美子５」、中村吉右衛門主演で長

年放映され、今回でシリーズ終了となる「鬼平犯科帳スペシャル13 前後篇」、「鬼平外伝四度目の女房」、市川海

老蔵主演の連続時代劇「石川五右衛門」、ＢＳにて、情報番組「片岡愛之助の解明！歴史捜査」等を受注制作しまし

た。 

 映像ソフト、テレビ放映権販売、海外向け作品販売、ＣＳ放送事業等は堅調に推移しました。

 この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は42,908百万円（前年同期比12.9％増）、セグメント利益は3,742

百万円（同61.2％増）となりました。 
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 (演劇事業) 

 歌舞伎座は、五代目中村雀右衛門襲名披露公演となる「三月大歌舞伎」、尾上菊之助長男の寺嶋和史の初お目見得 

が話題を呼んだ「團菊祭五月大歌舞伎」は、ともに豪華な出演者が揃い盛況となりました。新開場後の歌舞伎座初の 

宙のりが話題となった「六月大歌舞伎」では「義経千本桜」を三人の主人公にスポットを当てた三部制興行で上演 

し、「七月大歌舞伎」は市川海老蔵と市川猿之助の組み合わせで大人気の興行となりました。「八月納涼歌舞伎」は 

若手花形俳優が勢揃いした人気公演となりました。10、11月に行われた中村芝翫襲名披露公演は大きな話題を集め、

大盛況となりました。また「四月大歌舞伎」では夢枕獏原作の「幻想神空海」、「八月納涼歌舞伎」では笑福亭鶴瓶

の新作落語の舞台化「廓噺山名屋浦里」、ラスベガス公演もとりこんだ「東海道中膝栗毛」等、新作歌舞伎の上演が

続き話題となりました。

 新橋演舞場は、３月の劇団☆新感線との共催公演「乱鶯」に始まり、４月、５月連続公演の滝沢秀明主演の「滝沢 

歌舞伎2016」は、Ｖ６三宅健の出演も得て大盛況の公演となりました。また、６月の「東京喜劇 熱海五郎一座」、 

７月のＯＳＫ日本歌劇団による「レビュー夏のおどり」、藤山寛美二十七回忌追善と銘打ちました「松竹新喜劇 爆 

笑七夕公演」、８月の尾上松也演舞場初主演公演となるミュージカル「狸御殿」も盛況となりました。９月以降も、

喜多村緑郎襲名披露公演、10月は片岡愛之助主演による「ＧＯＥＭＯＮ」、11月は有吉佐和子原作の人気喜劇「三

婆」と続き、新橋演舞場の公演レパートリーの広さを印象付けました。

 大阪松竹座は、３月の市川猿之助主演スーパー歌舞伎Ⅱ（セカンド）「ワンピース」は、昨年の新橋演舞場での大 

盛況を受けての上演で大きな話題を集めました。４月、８月は恒例となりました関西ジャニーズＪr.公演が連日満員 

の盛況となりました。５月前半はＯＳＫ日本歌劇団「レビュー春のおどり」、後半は藤山寛美二十七回忌追善と銘を 

打った「松竹新喜劇」を上演し、６月には「七変化ねずみ小僧捕物帳」を浅野ゆう子主演で上演し話題を集めまし 

た。恒例の「七月大歌舞伎」は五代目中村雀右衛門襲名披露公演として華やかな舞台が好評を博しました。９月には

「ガラスの仮面」が好評を博し、11月は藤山直美主演「笑う門には福来たる」が大盛況となりました。。

 南座につきましては、安全性向上を図る工事を行うため休館しております。 

 その他の公演は、６月の渋谷・コクーン歌舞伎第十五弾「四谷怪談」は大盛況の公演となり、三越劇場「新派特別 

公演」では「深川の鈴」と「国定忠治」を上演しました。７月のサンシャイン劇場「グレイト・ギャツビー」はＦ・ 

スコット・フィッツジェラルドの名作をオリジナルミュージカルとして舞台化し、名古屋、京都、神戸と巡演しまし 

た。10月には日生劇場でジャニーズ公演「少年たち」が好評を博しました。

 この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は18,451百万円（前年同期比7.0％減）、セグメント利益は1,649百

万円（同18.8％減）となりました。

 (不動産事業) 

 不動産賃貸は、歌舞伎座タワー、築地松竹ビル（銀座松竹スクエア）、新宿松竹会館（新宿ピカデリー）、有楽町 

センタービル（マリオン）、松竹倶楽部ビル、大船の松竹ショッピングセンター、新木場倉庫等が引き続き満室稼働

し、東劇ビルの稼働率もほぼ100％となり、安定収入に貢献しました。また、各テナントとの賃料改定交渉にも誠実

に対応し、利益の確保に努めました。

 この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は7,683百万円（前年同期比1.1％増）、セグメント利益は3,301百

万円（同11.5％増）となりました。 

 (その他) 

 プログラムは「殿、利息でござる！」「植物図鑑 運命の恋、ひろいました」「HiGH&LOW THE MOVIE」「聲の形」

等の自社配給作品の売上が好調で収益に貢献しました。キャラクター商品は「機動戦士ガンダムTHE ORIGIN Ⅲ 暁の

蜂起」「機動戦士ガンダム サンダーボルト DECEMBER SKY」「たまゆら～卒業写真～第４部 朝-あした-」等のアニ

メ作品がコアファンを中心に安定した収益を挙げました。また、好評だった「歌舞伎ふなっしー」に続くキャラクタ

ーコラボ商品として「リラックマ歌舞伎」、「おそ松さん×歌舞伎」も展開し、両キャラクターとも好調に推移しま

した。

 イベント事業は、ホラーイベントが初の海外進出（中国 重慶市）を果たし、ジャパニーズホラーと呼ばれる日本 

独自の文化を発信し、大人気となりました。国内では昨年に引き続き、東京タワーにてホラーイベント「東京タワー 

に伝わる怪奇 感視カメラ」等を開催し好評を博しました。また、ホテルグレイスリー京都三条にて、歌舞伎の世界 

を体感できるコンセプトルーム「歌舞伎ルーム」の企画・デザイン等、空間プロデュースを行いました。

 貸衣裳事業、清掃事業及び舞台大道具製作事業は堅調な成績をあげています。 

 この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は4,879百万円（前年同期比5.6％増）、セグメント利益は315百万

円（同29.3％減）となりました。 
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(2）財政状態 

 当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ4,604百万円増加し、201,613百万円とな

りました。これは主に受取手形及び売掛金、投資有価証券の増加等によるものであります。

 負債は、前連結会計年度末に比べ24百万円増加し、116,439百万円となりました。これは主に短期借入金の減少が

あったものの、長期借入金、支払手形及び買掛金の増加等によるものであります。 

 純資産は、前連結会計年度末に比べ4,579百万円増加し、85,174百万円となりました。これは主に利益剰余金及び

その他有価証券評価差額金の増加等によるものであります。 

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第３四半期連結累計期間において、当企業グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

 

(4）研究開発活動 

 該当事項はありません。 

- 4 -

2017/01/16 12:14:26／16240304_松竹株式会社_第３四半期報告書



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 300,000,000

計 300,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成28年11月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成29年１月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 139,378,578 139,378,578

東京証券取引所 市場第一部

福岡証券取引所

札幌証券取引所

単元株式数

1,000株

計 139,378,578 139,378,578 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

 平成28年９月１日～

 平成28年11月30日
－ 139,378,578 － 33,018 － 27,935

 

（６）【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 
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（７）【議決権の状況】

     当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

    記載することができないことから、直前の基準日（平成28年８月31日）に基づく株主名簿による記載をして

  おります。

 

①【発行済株式】

平成28年11月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
 （自己保有株式）

  普通株式   1,175,000

 

－

 

－

完全議決権株式（その他）   普通株式  137,129,000 137,129 －

単元未満株式   普通株式   1,074,578 － －

発行済株式総数         139,378,578 － －

総株主の議決権 － 137,129 －

（注）「単元未満株式」の中には、当社所有の自己株式226株が含まれております。

②【自己株式等】

平成28年11月30日現在
 

所有者の氏名又は名
称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

松竹株式会社

東京都中央区築地

四丁目１番１号
1,175,000 － 1,175,000 0.84

計 － 1,175,000 － 1,175,000 0.84

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は次のとおりであります。

役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日 

取締役副

社長 

管理本部長 

経営企画部門 

人事部門 
オリンピック・パラリン

ピック・ＩＲ事業推進プ

ロジェクトチーム 

地域振興プロジェクトチ
ーム 

担当 

取締役副

社長 

管理本部長 

経営企画部門 

人事部門 
システム室 

オリンピック・パラリン

ピック・ＩＲ事業推進プ

ロジェクトチーム 
地域振興プロジェクトチ

ーム 

担当 

細田 光人 平成28年７月28日 

取締役 

管理本部 

総務部門 

経理部門 
財務部門 

法務室 

担当 

取締役 

管理本部 

総務部門 

経理部門 
財務部門 

担当 

関根 康 平成28年７月28日 
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。 

 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成28年９月１日から平

成28年11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年３月１日から平成28年11月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新創監査法人による四半期レビューを受けております。 
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年２月29日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年11月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 14,523 16,359 

現金及び預金（責任財産限定対象） 10,215 10,821 

信託預金（責任財産限定対象） 3,259 3,255 

受取手形及び売掛金 6,949 9,098 

商品及び製品 1,433 1,613 

仕掛品 2,803 3,426 

原材料及び貯蔵品 75 77 

その他 3,727 4,270 

貸倒引当金 △13 △13 

流動資産合計 42,974 48,909 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 18,329 17,285 

建物及び構築物（責任財産限定対象）（純

額） 
20,063 19,401 

信託建物（責任財産限定対象）（純額） 11,345 10,774 

設備（純額） 10,024 9,549 

土地 22,131 22,131 

信託土地（責任財産限定対象） 18,751 18,751 

その他（純額） 5,539 5,456 

有形固定資産合計 106,185 103,350 

無形固定資産    

その他 2,851 2,836 

無形固定資産合計 2,851 2,836 

投資その他の資産    

投資有価証券 22,944 24,956 

長期前払費用（責任財産限定対象） 13,504 13,283 

退職給付に係る資産 579 532 

その他 8,192 7,967 

貸倒引当金 △222 △222 

投資その他の資産合計 44,997 46,517 

固定資産合計 154,034 152,704 

資産合計 197,009 201,613 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年２月29日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年11月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 7,309 8,391 

短期借入金 7,200 4,065 

1年内返済予定の長期借入金 6,977 7,924 

1年内返済予定の長期借入金（責任財産限定） 1,631 1,631 

未払法人税等 807 1,425 

賞与引当金 442 168 

その他 9,222 8,857 

流動負債合計 33,590 32,463 

固定負債    

社債 1,100 1,100 

社債（責任財産限定） 500 500 

長期借入金 23,040 24,958 

長期借入金（責任財産限定） 39,247 37,791 

役員退職慰労引当金 781 847 

退職給付に係る負債 1,119 1,205 

資産除去債務 1,273 1,293 

その他 15,762 16,279 

固定負債合計 82,824 83,975 

負債合計 116,415 116,439 

純資産の部    

株主資本    

資本金 33,018 33,018 

資本剰余金 30,135 30,136 

利益剰余金 11,740 14,854 

自己株式 △1,344 △1,360 

株主資本合計 73,549 76,648 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 6,937 8,393 

退職給付に係る調整累計額 41 59 

その他の包括利益累計額合計 6,979 8,452 

非支配株主持分 65 73 

純資産合計 80,594 85,174 

負債純資産合計 197,009 201,613 
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年３月１日 

 至 平成27年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年３月１日 
 至 平成28年11月30日) 

売上高 70,063 73,923 

売上原価 40,142 41,807 

売上総利益 29,921 32,116 

販売費及び一般管理費 24,105 25,138 

営業利益 5,816 6,977 

営業外収益    

受取利息 14 10 

受取配当金 184 188 

持分法による投資利益 5 － 

貸倒引当金戻入額 73 2 

その他 70 143 

営業外収益合計 348 344 

営業外費用    

支払利息 839 712 

借入手数料 139 157 

持分法による投資損失 － 12 

その他 48 245 

営業外費用合計 1,027 1,128 

経常利益 5,136 6,192 

特別利益    

受取和解金 － 50 

固定資産受贈益 542 － 

特別利益合計 542 50 

特別損失    

固定資産除却損 77 495 

固定資産圧縮損 542 － 

和解金 80 － 

特別損失合計 700 495 

税金等調整前四半期純利益 4,979 5,747 

法人税、住民税及び事業税 1,439 2,269 

法人税等調整額 266 △196 

法人税等合計 1,705 2,072 

四半期純利益 3,273 3,674 

非支配株主に帰属する四半期純利益 5 8 

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,268 3,666 
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年３月１日 

 至 平成27年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年３月１日 
 至 平成28年11月30日) 

四半期純利益 3,273 3,674 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 2,419 1,453 

退職給付に係る調整額 0 17 

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 1 

その他の包括利益合計 2,420 1,472 

四半期包括利益 5,693 5,147 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 5,688 5,139 

非支配株主に係る四半期包括利益 5 8 
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び

事業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点

から将来にわたって適用しております。

 これによる損益に与える影響はありません。
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（四半期連結貸借対照表関係）

保証債務

従業員の金融機関からの借入に対し、下記のとおり債務の保証を行っております。

 
前連結会計年度

（平成28年２月29日）
当第３四半期連結会計期間
（平成28年11月30日）

住宅資金他 28百万円 24百万円

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成27年３月１日
至  平成27年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成28年３月１日
至  平成28年11月30日）

減価償却費 3,925百万円 3,907百万円

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成27年３月１日 至 平成27年11月30日）

配当に関する事項

 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月26日 

定時株主総会
普通株式 552 4 平成27年２月28日 平成27年５月27日 利益剰余金

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成28年３月１日 至 平成28年11月30日）

配当に関する事項

 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月24日 

定時株主総会
普通株式 552 4 平成28年２月29日 平28年５月25日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成27年３月１日 至平成27年11月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  映像関連事業 演劇事業 不動産事業 
その他 
(注)１ 

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
(注)３ 

売上高              

外部顧客への売

上高 
38,004 19,838 7,599 4,620 70,063 － 70,063 

セグメント間の

内部売上高又は

振替高 
122 110 1,250 3,575 5,059 △5,059 － 

計 38,127 19,949 8,849 8,196 75,123 △5,059 70,063 

セグメント利益 2,321 2,030 2,962 446 7,760 △1,944 5,816 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、舞台衣裳の製作・販売・賃

貸、プログラムの製作・販売、キャラクター商品の企画・販売、演劇舞台の大道具・小道具・音響の製

作・販売、音楽著作権の利用開発・許諾、不動産の管理・清掃等であります。

２．セグメント利益の調整額△1,944百万円には、セグメント間取引消去31百万円及び各報告セグメントに配

分していない全社費用△1,976百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな

い当社の総務部門等管理部門に係る経費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成28年３月１日 至平成28年11月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  映像関連事業 演劇事業 不動産事業 
その他 
(注)１ 

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
(注)３ 

売上高              

外部顧客への売

上高 
42,908 18,451 7,683 4,879 73,923 － 73,923 

セグメント間の

内部売上高又は

振替高 
160 129 1,280 3,224 4,795 △4,795 － 

計 43,069 18,581 8,964 8,104 78,718 △4,795 73,923 

セグメント利益 3,742 1,649 3,301 315 9,009 △2,032 6,977 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、舞台衣裳の製作・販売・賃

貸、プログラムの製作・販売、キャラクター商品の企画・販売、演劇舞台の大道具・小道具・音響の製

作・販売、音楽著作権の利用開発・許諾、不動産の管理・清掃等であります。

２．セグメント利益の調整額△2,032百万円には、セグメント間取引消去55百万円及び各報告セグメントに配

分していない全社費用△2,087百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな

い当社の総務部門等管理部門に係る経費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成27年３月１日
至 平成27年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成28年３月１日
至 平成28年11月30日）

１株当たり四半期純利益金額 23円78銭 26円68銭

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
3,268 3,666

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（百万円）
3,268 3,666

普通株式の期中平均株式数（千株） 137,451 137,433

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。

 

２【その他】

 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 該当事項はありません。
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年１月12日

松竹株式会社 

取締役会 御中 

 

新創監査法人 

 

 
指定社員
業務執行社員

  公認会計士 相川 高志  印 

 

 
指定社員
業務執行社員

  公認会計士 篠原 一馬  印 

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている松竹株式会

社の平成28年３月１日から平成29年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成28年９月１日か

ら平成28年11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年３月１日から平成28年11月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注

記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期

連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連

結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの

基準に準拠して四半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施され

る質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公

正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、松竹株式会社及び連結子会社の平成28年11月30日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 

 （注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

    ２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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【表紙】
 

【提出書類】 確認書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成29年１月13日

【会社名】 松竹株式会社

【英訳名】 Shochiku Co., Ltd.

【代表者の役職氏名】 取締役社長 迫本 淳一

【最高財務責任者の役職氏名】 該当事項はありません。

【本店の所在の場所】 東京都中央区築地四丁目１番１号

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

証券会員制法人福岡証券取引所

（福岡市中央区天神二丁目14番２号）

証券会員制法人札幌証券取引所

（札幌市中央区南一条西五丁目14番地の１）

 

2017/01/16 12:14:26／16240304_松竹株式会社_第３四半期報告書



１【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

 当社の代表取締役社長迫本淳一は、当社の第151期第３四半期（自平成28年９月１日 至平成28年11月30日）の四

半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認しました。

２【特記事項】

特記すべき事項はありません。
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